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地盤の洗堀 

 東北地方太平洋沖地震で発生した津波により、東北地方太平洋沿岸を中心に海岸保全施設等
が大きく被災しました。損壊した海岸堤防等の復旧にあたり、「粘り強い構造」、「盛土の耐震設計」
を基本に、従来案によらない工法の提言および検討がなされています。その基本的な考え方は次
の通りです。 

裏法尻部の洗掘防止 
法尻部の保護による崩壊防止 

1. 

ジオテキスタイル補強土壁とする堤防には次のような長所があります。 

1. 一体壁構造     被覆コンクリートと盛土の一体化 

2. 耐震性        ジオテキスタイルによる面状補強 

5. 塩害対策       主要構成材料が非金属 

3. 地盤に対する追従性  盛土の一体化による高い追従性 

4. 現地発生土の有効利用  残土処分費の削減 

ジオテキスタイルを用いた津波・地震に粘り強い堤防 

実物換算で厚み45cmのコンクリートブロックで被覆した堤防では、津波越流時に流水圧によって押し流さ
れてしまうことがわかりました。このため、被覆工と盛土を一体化させる必要があることが分かりました。 

背 
景 

模型堤防を用いた水理実験による破壊メカニズムの検証 

ジオテキスタイル補強土壁の構造と長所 

射流 

コンクリートブロックの
めくれ上がり 

４分割タイプ ６分割タイプ 

波返し工の倒壊防止 
波返し工天端までの盛土化 

3. 

天端保護工、 
法面被覆工、 
部材間の連結、 
堤体土の吸出防止 

裏法尻保護 

2. 天端保護工、裏法被覆工、表法被覆工、堤体土の吸出防止 
各部材厚の確保および部材間の一体化(重量や強度の確保） 

コンクリートパネル・・・厚み30mm（実物換算450mm） 

 

 

粘り強い構造の提言案 
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